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日高山脈中・北部におけるネズミ類の分布  
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摘  要  

日高山脈の中部と北部の72か所で，1978－19郎年の6年間に，1，145個体のネズミ類を採集  

L．これらの分布について調べた。種数と捕獲指数，種多様度は高山帯の低木群落では少なく  

または′トさく，低標高の森林で多くまたは高くなった。高山帯の低木群落ではヤチネズミ属の  

ネズミ類が優占し．森林では7カネズミ属のネズミ煩が優占していた。ミヤマムクゲネズミと  

エゾヤチネズミは，高山帯の低木群落から低標高の森林にいたるまで捕獲されたが，視性高山  

植物群落や川沿いの森林では前者が多かった。ミカドネズミは様々な環境で捕獲されたが，少  

なか一つた。ヒメネズミとェゾアカネズミは森林．とくに針葉樹林以下で多くなった。カラフト  

アカネズミは非常に少なかった。  

C．re芳とシノニムであるという考え方（ABE，i973；  

太乱1968）や．エゾヤナネズミ Cノ可如馴購  

ムe（雛）r（宮上αだとシノニムであるという考え方（AIMr，  

1980）があり，解決すべき分類上の問題がまだ残され  

ている。しかし，このことについては，R高11」脈産の  

多数の標本に基づいて話形質の変異などが十分検討さ  
れているわけではないので，ここでは最初にこの樺を  

記載した今泉（1972′）に従ってこのネズミを独立荏と  

してあっかった。  

調査地と調査方法  

採集場所は，日高山脈の中・北部のチロロ岳（420  

50’N．142′040’¶）からペテガリ岳（42ロ30’N，142’53’E）  

にいたる南北約40kmの範囲の主として棄斜面の痛か  

所と芳賀ら（1979，1983）の報告の23か所の計72か所  

は じ め に  

日高山脈の地形は，大雪山に比べて険Lく登山道も  

整備されていないため，これまで哺乳類の研究は少な  

く，芳賢ら（ユ那8，ユ979，1982，1983）以外は簡単な  

採集記録があるにすぎない。われわれは，19柑一1983  

年の6年間にわたって日高山脈中・北部の各地でネズ  

ミ根の採集を行ってきた。ここで（ま，これらの採集結  

果と芳鼓ら（1979．1983）の採集結果にもとづき，日  

高山脈中郡以北におけるネズミ類の分布を，主として  

植生をもとに区分した生息環境と関連させて明らかに  
し．さらに各種の分布の特徴について述べる。   

なお今泉（ユ972）が記載した日高山脈産のミヤマム  

クケネズミ C‘e亡んrif肌rJmγβ仇On‘ロn即（以トムクゲ  

ネズミとする）については，リシリムクゲネズミ  
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Fig．l．Map showingtrap sites．A：［）ry alpine胃hrub（5，ti，1U，11，26，37，38－46－48），  
B：h・Ipist alpine shrl】b（4．6，7．9．12．24．25，27，39－43，46，49．72），C：月e‘比～α  
ermα柁上iforest（柑，19，53．）．D：AJ几掴mα∬imol〃よcz£iforest（22．23，32【36．現，  
50），n＝tTl）PeT mixed conifer and decidunlユS foe8t（t：う，16・17・31，45）・F：  
Coniferforcst（3，14．2O，69），G：Lowermixodconi土cranddeciduousforest（2，  
15．21∴娼一30，60，62－67），ⅠⅠ：L（⊃Werdecidu亡皿Sわres†（1，52，54－59，61，68．71）．  
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口高山脈のネズミ燥  15g  

ザサ，クマイザサ，タカネノガリヤスなどが多い。編  

棒層は薄い。ほ．19：伏見岳．53：コイカクシュサツ  

ナイ岳1，300m地点。   

D：ミヤマハンノキ林。上層でミヤマハンノキが俊  

占する林で．Cに隣接して主に沢沿いに細長く分布し，  

向じくらいの棲高である。北面の残雪が多い谷に多い  

ため，杯味にBと共通の雪田植生があることが多く，  

湿潤である。ミヤマハンノキのほかに，ダケカンバ，  

ウコンウツギ，オガラバナなどの低木．タカネノがノ  

ヤス，エゾメシダなどの草本煩かある由腐植層は薄い。  

Z2．23：エサオマントッ夕べツ岳源流部，32－36：オ  

ビリネップ沢源流部，44：コイポクシビチャリ川瀬流  

部．50：札内川七の沢源流部。   

E：上部針広混交林。ダケカンバと常緑針雫樹との  

混交林で，楼高1，000－1，280mである。上層にトド  

マツ，エゾマツ，ダケカンバなど，尾根のように乾燥  

した所ではアカ工ゾてツもあり，下層にミヤハンノヰ  

やヤナギ蟻がある場合もある。崩冠はうっ閉L，林床  

にはチシマザサが多く，一部ではクマイザサやオオブ  

キ，ネゲ類も見られる。腐植胤まやや薄い。13：新冠  

川二股，16，Ⅰ7：伏見岳中腹，3】：オビリネップ沢二  

股，45：コイポクシュシビチャリ川三股。   

ド：常緑針葉樹林。トドマツやエゾマツが優占する  

森林で，擁高700－1．000mである。樹冠はう一」関す  

る。林採にはクマイザサ．ナシマザサが多いが，スゲ  

粗が多い所もある。融雪は比較的遅く，乾燥しにくい。  

またJrl沿いでは下層に落葉広葉樹があり，林酌ま湿潤  

で．オオブキやエゾイラクサなどがある。腐植層は厚  

い。3：顎平山中腹，14：輿新冠ダム周辺，20：戸蔦  

別川上流，69：札内川上涜。   

G：下部針広混交林。トドマツやエゾマツといった  

常緑針羞態とイタヤカエダ．ミズナラ，シナ／キ，ヤ  

ナダモなどの落肇広賃樹との撼交林で，標高400「珊O  

m‾Fある。林床にはチシマザサ，クマイザサが多く，  

シダ類，フッキソウ，オオブキ，エゾイラクサなど  

も見られる。林酌ま比較的湿潤で．腐植掛ま厚い。2：  

千邑荘川二岐ダム．15：伏見岳山蕗部，2】：エサオマ  

ントッ夕べツ川ドニ股，28：どリカベタヌ沢上流，29，  

30：オビリネップ択ド流，60，尽2－j7，7n：札内川上  

硫。  

Il：下部落羞広葉樹林。LL層部の標高360700mの  

高菜広葉個林で，上層はミズナラ，ケヤマハンノキ，  

ウダイカンパ，シナノキ，ハルニレ，ドロノキ，オオ   

である（Fig．1）。日高山腕の東斜面は西斜薗より急峻  

で，氷余地形の壬まとんどは東側に発達する。植生の面  

では，丙斜面に針葉樹林が，乗斜面にはダケカンバ林  

がよく発達している（鮫島・佐藤，1g79）。また山脈の  

北部と南都とでは傾斜や気象条件が異なり∴同じ標高  
でも栢生が実需ることが多い。そのためネズミ短の分  

布と植生との関連を見るために，磨高にはあまりとら  

われずに，72か所を餃島・佐藤（1斬9）を参考にして  

以下び〕ように8区分した。   

A：乾性高山植物酢‰風ぬ地や岩礫地ク｝低木群落  

に代表される（エゾノレイジンソウ・ウコンウツギ群  

落などの湿†生群落冬除く）a主に稜磯の西側斜面や頂  

上付近の風当りや日当りの強い所にあり．積雪は少な  

く，乾燥している。標高はもっとも高く，1，600－2，050  

Inである。ハイ【～ツ，ダケカンバ，ミヤマハンノキ，  

キバナシャクナゲなどの低木，コケモモ．ガンコウラ  

ン，ミネズオウなどがあるか，低木以外の櫓被は少電  

い。土壌は砂礫質である。5：亜平山山頂，8：戸蔦別  

岳山風10，1ユ：幌尻岳稜錦と111胤26：札内分岐蜂  

稜線，37．38：卜勝帳尻稿1，800Ill地点と山胤46a：  

1，807m峰繭鞍部，47：1，823m峰山頂，48：ビラト  

コミ分岐峰山頂。   

B：湿性高山」植物群落。雪潤草原．雪出植物群落，  

湿性低木群落で代表きれる。稜線に近い鳳背側の斜血  

やカール底，融雪の遅い谷巌ねどにあり，湿潤である。  

標高ほAよりやや低く1，300－1，80Umである。ミヤ  

マハンノキ，ウコンウツギ，ナシマヒョウタンポクわ  

どの低木．クロウスニ71チンダルマ，ツガザクラ．ナ  

ガパキタγザミ，ミヤマイ．タカネトウチソウ，ナシ  

マフウロ，チシマザ叶などが桂肯している。融雪直後  

には植被が少ないが，その後草本額が繁茂する。十壌  

は砂礫質で，腐栢が含まれる。4：帝平L山稜線．，6：」ヒ  

戸蔦別岳Aカール，7：戸蔦別岳Cカナル．g：セツ沼  

カール，12：幌尻岳」ヒカール，24．25：エサオ7ント  

ッ夕べツ岳」ヒ車力ールと」ヒカール，27：札内岳カール．  

39：札内川十の沢カール，40，4ユ：札付rl九の沢カー  

ルとその稜線．42：札内川八の沢カール，43：コイポ  

タカール，46bこ1，8り7Tれ時雨鞍部，49：札内川七び〕  

沢カール．72：ペテガリ岳Cカール。  

（ユ：ダケカンバ林。ダケカンバが優占する林で，標  

高70りm前後から1，6洲mぐらいまでの尾根から山腹  

にかけての部分である。融雪は比較的早く，林酌まや  

や乾燥している。樹冠ほ比較的頗で，林床にはナシマ  
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日高山脈のネズミ類  】馴   

ミヤマハンノ牛杯叩）ではエゾヤチネズミ，ムク  

ゲネズミ．ヒメネズミ，エゾ7カアネズミの4種が捕  

獲され，このうちムクゲネズミが54洛を示め，俊占し  

ていた。各月の捕獲指数ほ0．8－7．9で．乾性高山栢  

物群落に次いで小さかった。   

上郡針広混交林（E）では5種が捕獲され，各月の  

捕獲指数は〔トーー12．0であーコた。このうちムクケネズミ．  

エゾヤチネズミ，ヒメネズミが多く，それぞれ29，32，  

30％を占めていたが，ミカドネズミとエゾアカネズミ  

は少なかった。   

針桑樹林（F）では5種が緒獲され，各月の捕逢指  

数は12．6－25．9で，上記のいずれめ植生区におけるよ  

り人きかった。このうちヒメネズミがもっとも多く44  

％を占め，次いでムクゲネズミが23％，エゾ7カネズ  

ミが21乳 工ゾヤチネズミが10％で．ミカドネズミは  

少なかった。   

下部針広混交林（G）ではカラフト7カネズミを含  

め6榎が捕獲され，各月の捕獲指数は7．7－25．4で．  

針葉樹林におげるよりもさらに大きかった。このうち  

ヒメネズミがもっとも多く41％を占め，次いでムクゲ  

ネズミが28％，エゾアカネズミが19渚で，エゾヤチネ  

ズミとミカドネズミは少なかった。カラフトアカネズ  

ミが捕獲されたのはこの植生区だけで，19飢年10月に  

採集場所67で捕獲されたものである。   

下部落葉広葉樹林（H）でほ5．種が捕獲され，各月  

の捕獲指数は8．5－26．1で．下部針広混交林における  

とはぼl司し程度であった。この植生区では他の植生区  

と異なり．エゾアカネズミがもっとも多くて4ユ％を占  

め，次いでヒメネズミが37％，ムクゲネズミが14％で，  

エゾヤチネズミは少なく．ミカドネズミはⅠ982年9月  

に採集場所53で捕鐘されただけであった。   

乾性高山棺物群落ではネズミ類の種数がZ樺だけで．  

全体の捕獲指数も小さかった。それ以外の植生区では  

4－6種でほぼ同じであったが，捕獲指数は慢性高山  

植物群落から上郡針広混交林までの植生区では乾性高  
山植物群落におけるより大きくなったが．それ以下の  

楯年区に比べて小さかった。また．櫓生区どと‘こそれ  

ぞれの種の各月の捕獲指数の平均値を算出し．それか  

ら貸出した種多様度（ShannonLWeaver Hつは，A  

で0．859，Bで仇446，Cで1．701，Dで1．672．E  

で1．981，Fで2．048．HでL752で．同じように高  

山帯より下部の森林で高かった。   

各ネズミ腰の生息環境選択の幅を見るために，種多   

パヤナギ，ヤチダモなど多くの樹種からなり．崩冠は  

うっ閉する。林床にはクマイザサか多く，川沿いでは  

オオブキ，オオイタドリ．トクサなとが見られる。地  

形により軸乾の差がいちじるしく．沢沿いでは湿潤で  

ある。腐植膚は厚い。1：パンケヌーシ川上流．51，  

52，54－59、，61．88，71二札内川上流。   

ネズミ類の捕獲にはプラスチック製はじわな（パン  

チュートラップ）を使用し．餌には生ピーナツまたは  

カボチャ種子を使った。わな（ま．線状にほぼ10m間隔．  

一都の採集場所は格子状にはば10m間隔に配置した。  

捕獲されたネズミ類♂〕多さを．延べわな数100当りの  

捕獲数で示し，ここではこれを捕獲指数とした。   

調香期間は，1g78－1983年の5－10月である。ただ  

し，商標高地での捕獲は，登山条件の都合上7－9月  

となった。  

繹  果  

調査で構獲されたのは．ムクゲネズミ，エゾヤチネ  

ズミ．ミカドネズミ q厨かわ那珊郡汗扉擁ば肌抽頭  

のヤチネズミ属3軌ヒメネズミApo亜m比5（汀晋en己e揖，  

エゾアカネズ 
ズミA．那加瑚由利弼血鮎川アカネズミ属3種の  

計6様で．延べわな数8、637にたいし1．145個体が捕  

獲された。植生区A－Hにおけるこれらのネズミ顎の  

各月の捕獲指数をTablelに示す。   

乾性高山植物割落（A）ではミカドネズミとムクゲ  

ネズミの2種が鳳衝辛勝で掃獲されただけで．山頂や  

横線の岩礫地ではまったく採集されなかった。各月の  

捕獲指数ほ小さく，0－1．0であった。   

湿性高山植物群落川）では5樫が輪獲され，各月  

の捕獲指数は1．7－13．dでAより高かった。このうち  

ムクゲネズミが90％近くを占め，8植生区の中でもっ  

とも多かった。ミカドネズミは少なく，エゾヤチネズ  

ミはきらに少なく．i982年に採集場所9と1Dとで捕獲  

されただけであった．エゾ7カネズミとヒメネズミも  

非常に少なく，7月に捕借されただけであった。   

ダケカンバ林（C）ではヤチネズミ類が3秤とも捕  

獲された。敵性高山植物群落に比べて，エゾヤチネズ  

ミとミカドネズミは多かったが．ムクゲネズミは少な  

かった。7カネズミ類ではヒメネズミだけが捕獲され，  

個体数も多く全体の50％を占め，もっとも擾占してい  

た。各月の捕獲指数は2．5－10．0で湿件高山植物群落  

と大差なかった。  
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Table2．C（うmp且hson betw傑n n11mb8r5 0f  
VO18S且n且mlcec叩tured巨er180亡用p  
nightsotlSlop8and along riv肌  

考  察  

日高山脈中部以北の高山箱では．山頂や稜線で植扱  

が乏しいためネズミ熟ま捕獲できず，風雨草原でムタ  

ゲネズミとミカドネズミが少数捕獲されただけである′。  

一方∴馬山葦でもカール底など構彼の多い所ではムク  
ゲネズミが多く．少数ではあるが他の4隆のネズミ轍  

も掃捻された。これまで大草山のハイマツ叢では，ム  

クケネズミ［AREet温1．（柑71）姥C肋頻東町叩郡  

sp、．としているが，その後の研究でAちE（1973）は  

e．regとしている］．ユゾヤチネズミ．ミカドネズミ．  

ヒメネズミ．エゾアカネズミの5極が．知味半島のハ  

イマツ帯ではこのうちムクゲネズミとェゾアカネズミ  
を除く3種が記録されており（ÅRE¢t且し1971；近  

藤，198封，その他の山岳地帯でもヤチネズミ類が主で  

アカネズミ群が非常に少ねい点は共通している（太軋  

1988）争高山帯はその下部の森林静に比べると緯生も  

単組で，主にヤチネズミ朝が生息し，本来森林性であ  

るアカネズミ頓にとってはよい生息環境ではないから  
であろう。そのため種多様度如J、さい。なおそれまで  

の垂直分布に関する報告官は藤林限界を越す部分をハ  
イ7ツ帯としているが（太札1舗Bなど），日高山脈  

では地形からIJ】砥部や稜線とカール底とははっきり区  

別でき，植生も異なっていて．ネズミ類の与き赤も異摺  

っているので，高山帯を緒被の多少によって区分する  

必要かあろう。   

ダケカンバやミヤマハンノキの上部落柴広樹林や上  
部針広混交林になると，席数は高山帯の植彼の多い所  

とほぼ回しこであるが，工ゾヤチネズミ，森林性のヒメネ  

ズ′ミとエゾアカネズミの捕獲指数が大きくなり，種多  

様度も太さく差iった。その下部の針案樹林．下部針広  

混交林．落葉広葉樹林になると，ムタゲネズミとェゾ  

ヤチネズミの捕獲胎教は上部の森林と同じくらいであ  
るが，ヒメネズミとユゾアカネズミの捕獲指数が大き  

くなって，全体の捕獲指数か大きくなり，種多桂皮もや  

や大きく㍍っている。またわずかではあるが－カラフ  

トアカネズミが出現している。針蜃樹林以下では，ヒ  

部の森林におけるよりド層〟）槻木や林床頼幼が多く群  

落構造が梅鰍こなる。このような条件が．食性や行動  

の滴で樹上堤活に適している7カネズミ難（太軋19  

55）が多くなる理由であろう。このように，高山帯か  

ら下部の森林にかけて群落構造や林床の状況が変化す  
るのに対応して，ネズミ類の樺散が増え，生息密度や   
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A，B，C，D，E，F，G．H，Cm．Cb，Aaand  
As且reざ且me度S主n Tablel．  

様度の計算に取いた捕獲指数の平均値から卑称の生息  

環境の多様性（Shann【川－Ⅵre払yerガ’）を算仙Lてみ  

た。これは，ムクゲネズミで2．375．エソヤチネズミで  

2。2叫ミカドネズミで2．057，ヒメネズミそ2，D75，エ  

ゾアカネズミで1．6．10であり，高山帯を除き森林帯だ  

けで♂ユこの値は．それぞれ2．068，2．127－1．訂8，2．058，  

1．593であった。   

ネズミ額のうち．ムクゲネズミ′とエゾヤチネズミ比  

分類上近縁で，最近になってそれらの形態的遠いが明  

かにされているものの（今泉1972），埠態について  

はほとんど知られていない。そのため生息環境長さら  

に詳しく比較するのに．AとB，CとDの間，さらに  

E，F，G，Hむ各植ヰl真の採集場所を、細尾般や山際が  

比較的乾燥している所と沢や川沿いのよ引こ湿潤場所  
とにわけて捕獲指数を比較してみた（TabIe2）。乾燥  

した環境でほどちらの極が優勢とはいえないが（Wil－  

eo又Onの符号順位検定．P＞0．05〉．湿潤な環境では  

ムクゲネズミα）捕獲指数が高かった（0。01くP＜0．嘩）。  

ヒメネズミとユゾアカネズミについてもい摘録刃ヒ較を  
行うたところ（Table2）一乾燥した環境でも湿潤、な環  

境でもヒメネズミの方が多か▼つた（Pく仇01，0．01く  

タ＜8．05）。  
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163  日高山脈のネズミ額  

区で捕獲されたが．全般に少ねく．分布由特徴ははっ  

きりしなかった。北海道におけるこれまでの調査でも．  

ミカドネズミは平野部の草原や蕗糞広葉樹林から高山  
帯にいたるまで広く生息しているが．生息密度は低く．  

年によっては針葉樹林で優占することかあるくらいで  
ある・（大乱196gて近軌19別）。ヒメネズミは虚性  

高山植物群港以下で捕獲されたが，低木群落では非常  

に少なく，森林，とくに針贅樹林以下で多く．針葉稲  

林と下部針広混交林以下では優占挿となっていた。エ  

ゾアカネズミは，高山帯の湿勃肩山柄物群落では少数  

捕鎧されただけで，主に額林で捕獲されたpしかし，  

ヒメネズミに比べて少なく，下部落莫広葉樹林ではば  

同じくらいになった。採集場所の乾燥・湿潤別に見て  

もどちらの環境でもエゾアカネズミぴ）方が少なかった。  

これら7カネズミ顆2種の分布は下郎の森林にややか  

たよっていて．年息環境の幅はヤチネズミ顆忙比べて  

小さかった。これまで北海道各地で調べちれた例では，  

このアカネズミ頬2硬は高山のハイマツ帯にも出現す  

るが非′削こ少なく．主要な生息環境は森林で，ヒメネ  

ズミは針葉樹林や針菜樹の多い針広混交林で倭占し，  

ユゾ7カネズミは下郡の落層広葉樹林で優占する（阿  

凱1966；太「口，1968；近藤，19飢）。かラフトアカネ  

ズミは主に農地内の防風林や残存杯，人上林，河川敷  

などに生息するが（ll佃・水島，19牲近藤，198軋  

今回はト部針山、混交林でわずかに挿獲された。こ動地  

にも大雪山の針葉樹林帯で捕獲された例もあるがモA】｝E  

etal．，197り，山岳地得で（ま非常にまれであるといえ  

るであろう。   
剖如）結果は，日高し‥眼中部以北にお力るネズミ葡  

の分布状況をよく示しているといえるであろう。、ただ  

し，ここでほ分布をネズミ類各種〟〕環境選択の性質と  

いくつかの代表的な植彗と関連させて述べた。他に分  

布を決める要因として，近縁のまたは生活型の似た種  

の間にある拝聞関係が重要であるが，この点について  

検討するlこは個体群変動に伴って見られる分布域の変  

化も同時に明らかにする必要がある。今回の研究では．  

操業場所が日高山脈の比較的広範囲にわたっていて！  

庵間関係について検討できるような塗料が得られなか  
一〕た。なお近藤（ユ981）は息から秋にかけては生息数  

β）増加に伴って分布域が広かるので，捕獲場所がかち  

らすしも真の分布域を反映しないことを．エゾアカネズ  

ミの例をあげて述べている。しかしこれは比較的狭い  

範囲についていえることで，今恒】レjょうに広範閃にわ   

群集としての多様惟が太さくなるといえる。   

今泉（1972〕は日高山脈の哺乳類相の職濁世トイと  

してムクケネズミの存在をあげているが．この種がリ  

シリムクケネズミとシノニムであれば．このことは口  

畠山腕の特徴とはならない。これまで北海道の山岳地  

許で行われた調査のうち．大雪山の黒岳小軽でドプネ  

ズミ 尺α〟び化Orばgie鵬が，松山温泉由物局内でク  

マネズミ 札rd血ぶが捕獲されているが（人乳19  

56），いずれも建物内であって自然条件での結果では  

ない。この住家性び）ネズミ類を除き，またムクゲネズ  

ミの問題を保留にすれば，、ここに述べた森林の各タイ  

プにおけるネズミ類の群集構造は．これまで」ヒ海道の  

山岳地帝の森林にぉいて知られていること（太田，19  

68；ABEet alり1971）と大きな遠いはないといえる○   

次に各ネズミ難の分布の特徴を見てみる。ムクゲネ  

ズミは今ての植生区で捕獲されているが，湿件高山植  

物群落で多く，乾性高山植物群落とダケカンバ林で少  

なかった。しかしそれ以外関腐生区ではとくに多くな  
ることはなく．森林ではかなり一様に分布しているよ  

うであるbまた生息環境選択の幅も広かった。大雪山  

でもリシリムグゲネズミ′（1柁ヱが下郎の森林から高  

山帯までJムく生息している（ABEetdlり1971；小田，  

19781小野山ら．1鮨G）。今泉（1972）は，日高山脈  

でこの種が残雪の多い谷と高11㈲こ稚魚し，本来の高  

山僅∽ようにみえると述べている凸 しかL．これは例  

数の少ない採集結果からの結論であり．今回の結果で  

は下郡の森林でちムクゲネズミはエゾヤチネズミより  

多いこともあり，全体に見ても生息環境選択の帖が広  

くナこのようなことは言えない。エソ′ヤすネズミは湿  

地高山植物群落以下で挿確されたが，この群落とミヤ  

マハンノキ林では少なく，それ場外d）植生区でやや多  

くなった程度でト森林では一様に分布しているようで，  

森林内で味見環境選択βJ幅は広かった。乙れは，高木  

林内で，〔ゾヤナネズミが低木・草本層に関係漑くはば  

一様に分布するという阿部く1g66）の結果とも・致しノ  

ている。このようにこれら2極月下部め森林から高山  

帯まで分布しているが．生息頗塵をやや詳Lく見ると，  

恕瀾な環境ではムクケネズミの方がエゾチネズミより  

多かったbまた，大雪‥系1腰部の針広混交林でか」  

シリムタケネズミはクマイザサが疎で草本顎のある所  

にいるのに，エゾナナネズミは主とLてクマイザサか  

密集したところにいるという違いが見られた（中軋  

1978〕。ミカドネズミはミヤマハンノキ林を除く植生  
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